














〔はじめに〕 

 出生前診断される新生児外科疾患症例の増加に対応して,治療体制の変化とそれに基づ

く予後の改善が期待される。出生前診断における小児外科の役割は,産科医や家族に診断・

予後に関する情報を提供し,胎児期になし得る処置を模索し,分娩方法や時期の決定に参加

し,分娩に立ち合って患児の治療を早期に開始することにある。その各段階で派生する問題

に対処するために,小児外科として最低限の基準設定が望まれるが,現在までに得られてい

る情報は未だ不十分であり,さらに症例を集積・分析することが必要である。本年度はその

予備調査として,筑波大学で経験した出生前診断症例の再検討と,本邦報告例の診断時期・

分娩方法・予後に関する検討を行った。 


